
様式３

契約

Ｊヴィレッジ全天候型練習場照明修繕工事 着工

04　電気設備工事

000000

Ｊヴィレッジ全天候型練習場
自 双葉郡楢葉町大字山田岡字美シ森地内
至

※ 上記入札額に、消費税額を加算した額が地方自治法上の申込みに係る価格である。
※ 測量等の場合、「工事名」とあるのは「業務名」と、「工事箇所」とあるのは「業務箇所」

と読み替えるものとする。
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(株)鈴木電機吾一商会
（１） 6,400,000 （２）

（３） （４）

（４）

福島県いわき市内郷綴町川原田１６５

恒栄総合設備(株)
（１） 7,900,000 （２）

（３）

(株)青田電気商会
（１） 6,830,000 （２）

（３） （４）

業　　者　　名 入　札　額　及　び　再　入　札　額 落札額（契約額）

調査基準価格

工 事 概 要 令和4年3月16日に発生した地震により、天井照明12基に生じた照射方向のズレを修繕する。

業 者 コ ー ド 落 　札 　者 　の 　住 　所

工事箇所 最低制限価格 6,911,960

審 議 番 号 公所 本庁

入札執行年月日 令和４年７月５日 発注種別 完成 令和4年7月29日

路線・河川名 予 定 価 格 7,513,000

令和4年7月6日

当初・変更
工事執行機関 11025

入 札（ 見 積 ）執 行 調 書
入 札 （ 契 約 ）結 果 書

年災 事項 令和4年7月6日

工事番号 22-11025-0001 工　事　名 令和4年7月6日



様式３（裏面）

　随意契約とする理由及び見積りの相手方を選定した理由

　変更契約の内容

　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　□ 1　　現場精査による数量増（減）

　□ 2　　（　　　        　　）工事追加による増額

　□ 3   その他（　　　　   　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　）

変 更 契 約 年 月 日

変更後の完成年月日

変 更 後 の 契 約 金 額

変更契約をする理由

１　随意契約の理由
　Ｊヴィレッジ全天候型練習場は、令和４年３月１６日に発生した地震の影響により、天井照明１２６基のう
ち、１２基に照射方向のズレが生じた。ピッチへの照射に著しい濃淡が生じており、主に夜間帯の利用に
支障が生じている。（照射ムラが発生していることについて、利用者の同意を得た上で施設の提供を継続
している状況。）
　当該施設は、県有施設として広く安定的なサービスを提供する必要がある。また、繁忙期である夏休み
期間には県内外の団体から既に多くの予約を受け付けており、且つこの期間は合宿等の利用に伴い年
間でも照明利用が多い時期に当たる。この時期以降に修繕を先延ばしにしてしまうとより多くの利用者に
不具合な環境での利用を強いることとなるため、速やかな修繕が必要である。
　また、当該施設は、なでしこジャパンやＪリーグ、ラグビートップリーグをはじめとしたトップアスリートの
練習でも使用される施設であり、利用者からは高度な練習環境を求められているとともに、当該施設の
利用料金収入の多くを占める。ゆえに、修繕が遅れ、不具合のある状態での施設提供が継続した場合、
トップアスリートの利用離れ、これに伴う多額の利用料金収入機会の喪失が生じうる。また影響力の大き
いトップアスリートの利用停止の動きは、一般の利用者離れや「復興のシンボル」としてのJヴィレッジ全
体の評価の低下を招きかねない。
　加えて、当該施設は、楢葉町の指定避難所であり、大雨が起こりうる夏季の前に補修を終え、本来の
設備環境へ復旧させることが必要である。
　以上のことから、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第５号に基づき、競争入札に付すことが適当
でないから、随意契約（見積合わせ）により、契約相手方を選定する。

２　見積りの相手方を選定した理由
　短期の作業日程による施工が求められる本件において、過去にＪヴィレッジ関連施設の修繕業務等を
履行した実績があり、現場を熟知した迅速な履行が期待できる３社を見積を依頼する相手方として選定
し、見積書の提出を依頼した。
　提出のあった見積書を比較した結果、予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもった見積をした者と
して、(株)鈴木電機吾一商会を契約相手方として選定した。


